
（仮称）富士宮市立郷土史博物館基本計画（案）市民説明会 意見・質疑の内容  

 

【１】建設費用・予算・補助金について 

・物価高騰により、30 億円で博物館ができるわけがない。クラウドファンディングを行ったり、10

～20 年計画で 1 年に 1～2 億円ずつ積み立てたりして建設すれば良い。 

・基本計画を読むと、立派な建物を建てようとしている。30 億円で足りるのか。 

・建設費が 30 億円以上になっても良いので、中途半端なものではなく、学術的にもレベルが高

く、観光客や教授等も全国から来たくなるようなきちんとしたものを建てて欲しい。 

・4 年後の令和 12 年を完成予定としているが、社会情勢の中でもっと期間が伸びる可能性があ

る。建設費も 45 億円くらいを見越しているのか。 

・国の補助金や交付金、ふるさと応援基金等がどれくらい使えるのか具体的な金額を教えて欲

しい。一定額確保されているのか。 

・ふるさと応援基金や国の補助金について、基本計画の中に、どのように活用するのか記載し

てはどうか。 

・建設費がいくらかかるのか、概算ではなく具体的に金額を示して欲しい。 

・30～40 億円の建設費がかかる事業は、コンパクトではない。 

・富士宮市の歴史文化財の保存が重要なので、30 億円もかけて博物館を建てるのではなく、10

～15 億円程度で収蔵庫又は資料館をつくれば良い。 

・少子高齢化が進む中、30 億円の博物館を建設することで、将来子どもたちに負担がかかるの

ではないか。 

【２】建設時期について 

・慌てて建設しなくて良い。 

・今建設する必要はない。 

【３】建設場所について 

・建設場所をきらら駐車場に決定した理由について教えて欲しい。 

・きらら駐車場に建設することは、予定ではなく、決定事項か。 

・計画や設計を決めてから土地を決定するべき。 

・白糸自然公園に、大型野外ステージをつくると聞いた。その周辺に博物館を建設して、野外ス

テージに来た人がそのまま博物館に足を運んでくれるようにすれば良い。 

・きらら駐車場に建設するのは良いと思う。世界遺産や浅間大社などもあり、社会学習や歴史を

学ぶ場となる。 

・マンションの裏に細々と 2～3 階建ての博物館を建てるのはセンスがない。 

・これから多くの学校が廃校になるので、学校をリフォームして使ってはどうか。 

・県の公立高校の統廃合の話がある。これらの施設の活用を検討したらどうか。 

・富士山が噴火したとき文化財が損失してしまう可能性があるような場所に建設する必要がある

のか。富士山の噴火からも文化財を守れるのかもう一度話し合って欲しい。 

・富士宮市都市計画マスタープランでは、きらら駐車場は商業地になっているはず。博物館をこ

の土地に建設することが市のマスタープランに沿っているか。まちづくりに貢献できるのか。 



・観光客よりも教育的な知見や歴史文化財保護を目的として博物館の建設を計画しているとい

うことだが、それならきらら駐車場に建設する必要はないのでは。 

【４】駐車場について 

・駐車場に大型バスをとめることはできるのか。区画整理するのか。 

・1 階は駐車場にして欲しい。地下もつくって欲しい。 

・駐車場には観光バスも駐車するのか。一般車と観光バスとどんな流れで駐車するようになるの

か。また、観光客はどのような流れで歩くのか。 

・工事中の 2 年間きらら駐車場を利用できないのは不便。代替の駐車場があったとしても、歩く

距離が長いと負担。 

【５】施設設備等について 

・市民を主な対象とする博物館ならば、規模はもっと小さくて良い。 

・コンパクトな博物館と言っていたが、3 階建てはコンパクトではない。 

・床面積あたりの重量や耐震率も大事。展示物は軽いものか。安全率はどれくらいか。 

・市民文化会館のリニューアル工事をしているが、博物館を追加して複合施設にすれば良かっ

たのでは。 

・飲食コーナーなど色々なスペースがあるが、別の施設でやれば良い。食べ物が入ると衛生面

でも良くない。博物館は衛生面に気を遣わなければならない施設。 

【６】展示について 

・（仮称）富士宮市立郷土史博物館の目玉となるものは何か。 

・階層で展示するのではなく、フラットな所で多くのものを展示して欲しい。 

・火山活動や災害を考えると展示は 2 階以上に展示した方が良い。 

・以前埋蔵文化財センターへ行ったとき、土器がケースに入っていない状態だった。お金をか

けても良いので、資料にリスペクトを持って展示して欲しい。 

・富士宮市の歴史をしっかり展示するには、狭い建物のように感じる。 

・基本計画には、博物館に何を展示したいのか具体的なことが書いていない。何を展示したい

のか。環境を整えないと展示できないものなのか。 

【７】収蔵について 

・収蔵スペースは限られている。古いものと新しいものを区分けして収蔵するのか。 

・資料を適切に保存するために、温湿度を管理できる施設が必要ということは分かるが、きらら

駐車場自体の気温や湿度は影響がないのか。館内に保存するので場所自体の気温や湿度は

関係ないということか。 

・一か所にまとめて収蔵した方が良い。市内の空き地を探しながらゆっくり進めるべき。 

・博物館よりも、博物館以外の場所での収蔵面積の方が大きい。博物館を建設する必要がある

のか。 

【８】運営・事業について（入館料、来館者数、ランニングコスト等） 

・良いものを建設するとランニングコストも多くなるのでは。 

・ランニングコストは全て市民の負担になるのか。 

・博物館を建設後、年数が経過すれば修繕も必要になる。そのようなコストも考えているか。 



・基本計画に記載してある概算事業費と並べるようなかたちで、何年ごとにどれくらいの修繕が

必要になるのか記載するべき。 

・ランニングコストについて、具体的にどのような費用がかかってくるのか列挙した方が良い。 

・入館料について、無料となっているが、毎年の維持経費を考えると市の税金から補填しないと

いけない。採算がとれない。 

・入館料が無料となっているが、富士宮市民は無料とし、観光客や外国人は有料にしてはどう

か。 

・改正博物館法において、必要な対価を自治体の判断で徴収することができると定められてい

る。全国の博物館のおよそ 8 割が入館料を徴収している。なぜ富士宮市は無料なのか。 

・博物館を運営する際、キュレーター等の専門的な人はいるのか。 

・スタッフの人数は何人くらいの計画か。 

・年間どれくらいの来館者を見込んでいるのか。 

・きらら駐車場の面積で、基本計画の事業を全て行うことができるのか。狭くないか。 

【９】広報、市民説明会、住民アンケートについて 

・説明会の参加者が少ない。告知不足。 

・富士宮市の大きな案件なので、市民の総意を吸い取るべき。 

・博物館の計画を知っている人や博物館を楽しみにしている人は周りにいない。市民アンケート

や住民投票で今一度意見を聞いて欲しい。 

・ネットワーク構築について、博物館をとおして教育だけではなく福祉や高齢者の心理療法や

産業など、広くまちに寄与できるビジョンが示されており、とても良い。市役所からの説明が、博

物館の効果としての言及や歴史文化に関する面が大半という印象なので、市民全体に寄与す

るとは思われにくいと感じている。 

・賛成議員の理由が聞きたい。市長や賛成議員にも説明会で説明して欲しい。 

・博物館を建設することが前提で説明会を行っているように感じる。 

【10】建設の見直し・優先順位について 

・議員が反対多数だった場合、また、現在の市長から博物館建設に反対の市長へかわった場

合、博物館建設を途中で断念することはあるのか。 

・物価高騰や材料不足の中、入札をしても、参加業者がいなかった場合どうするのか。中止に

なるのか。 

・物価高騰が続いており、建設費の概算も前回より上がっている。静岡市では、海洋ミュージア

ムの建設を白紙にした。富士宮市も考え直すべき。 

・優先事業の順位が違うような感覚を受けている。 

【11】その他 

・文化庁の博物館のサイトでもデジタル化を進めている。多くの人に知ってもらうために、また、

将来的にもし実物がなくなってしまった時のことも考えて、富士宮市もデジタル化を進めるべき。 

・お手本にしたい博物館や成功していると思う博物館はあるのか。 

・基本理念や目的が曖昧で根拠が薄い。「人づくりの拠点」が分かりにくい。 

・博物館があればどのような未来にすることができるのか。どのような人をつくることを目指してい



るのか。博物館を建てて歴史を学べば郷土愛が育つわけではない。 

・ＶＲを使えば面白いと思う。業者ではなくコンテストを行って、市民からアイディアを求めた方が

良い。 

・どのような計画なのか知るために説明会に参加したが、メインになるものが、交流することなの

か保存なのか分からない。 

・納税者は市民なので、市民に成果を公表していくべき。 

・博物館の維持費について、何にどれくらいの経費がかかったのか公開して欲しい。 

・オブザーバーとして㈱丹青社がずっと入っている。丹青社は実績のある会社だが、どこの自治

体も同じような博物館になってしまう。富士宮市独自のものを考えるべき。 

・博物館ができたら、富士宮市の歴史を子どもに見せたいし、その機会を奪わないで欲しい。世

界に発信して欲しい。 

・赤字になる事業だからこそ民間にはできない。行政がやるべき。 

・富士宮市は 600 億円のお金を動かせる自治体。博物館は交付金や補助金もあるので、およ

そ 10 億円の税金を使うことになると考えると、そんなに大きな金額ではない。30 億円という数字

が一人歩きしている。一度上がった物価はなかなか下がらないので、今博物館を建設するべき

だ。子どもたちに富士宮市に何があるか聞いても何もないと言われた。子どもたちにアイデンテ

ィティを与えるためにも建設するべき。 

 


